
安
倍
首
相
の
施
政
方
針
演
説
は

冒
頭
に
「
日
米
同
盟
は
外
交
・
安
全

保
障
政
策
の
基
軸
」
と
「
積
極
的
平

和
主
義
」
を
強
調
す
る
異
例
の
演

説
と
な
り
ま
し
た
。

「
国
創
り
」
の
施
策
は
後
回
し
と
さ

れ
、
「
お
ご
り
」
と
自
画
自
賛
の
手
柄

話
を
基
調
に
、
行
政
の
長
た
る
総

理
大
臣
が
憲
法
尊
重
義
務
を
無
視
、

立
法
府
で
あ
る
国
会
に
「
改
憲
」
を

再
び
呼
び
か
け
る
有
様
で
す
。
ま
た
、

20
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
乗
じ
て
「
テ
ロ
な
ど
組
織
犯
罪
へ
の

対
策
」
と
し
た
４
度
目
の
憲
法
違
反

の
「
共
謀
罪
」
を
名
称
変
更
で
提
案

す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
米
国
第
一
主

義
の
暴
政
を
各
国
首
脳
は
批
判
し

て
い
ま
す
が
、
安
倍
首
相
は
沈
黙
。

安
倍
首
相
の
暴
走
と
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
暴
政
。
こ
れ
で
は
格
差
と
貧

困
、
戦
争
と
飢
饉
の
「
日
米
同
盟
」

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
国
内
外
の
国
政
の
基
軸
は

日
本
国
憲
法
に
あ
り
ま
す
。
安
保
・

外
交
は
憲
法
前
文
と
９
条
を
生
か

す
こ
と
で
す
。
憲
法
25
条
、
26
条
、

27
条
を
は
じ
め
と
し
た
国
民
の
生

き
る
権
利
を
国
は
保
障
す
べ
き
で

す
。
い
わ
ん
や
、
「
日
米
同
盟
」
の
名

に
よ
り
米
国
の
国
益
に
引
き
ず
ら

れ
る
な
ど
、
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
安
倍
首
相
の
「
改
憲⇒

壊

憲
」
の
呼
び
か
け
は
絶
対
に
許
せ
ま

せ
ん
。
総
が
か
り
で
止
め
ま
し
ょ
う
！

2017年２月(1988年１月18日第三種郵便物認可)
『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会党 で
す

こんにちは

東京都千代田区神田神保町2-10 三辰工業ビル３階 TEL 03-6380-9960 FAX 03-6380-9963

2017年２月号

安
倍
首
相
は
１
月
20
日
、
第
１
９
３
通
常
国
会
で
施
政
方
針
演
説
を
し

ま
し
た
。
お
り
し
も
同
日
（
日
本
時
間
）
に
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
国
大

統
領
の
就
任
演
説
と
重
な
り
ま
し
た
。
「
暴
政
」
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
対

し
「
暴
走
」
の
安
倍
首
相
は
「
日
米
同
盟
が
基
軸
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
安
保
・外
交
も
内
政
も
、
す
べ
て
の
基
軸
は
日
本
国
憲
法
で
す
。

憲
法
を
無
視
し
、
米
ト
ラ
ン
プ
の
「
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
」
の
暴
政
に
追
随

す
る
安
倍
内
閣
・
自
公
政
権
を
早
期
に
退
陣
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

に
野
党
と
庶
民
が
力
を
合
わ
せ
、
国
会
内
外
で
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

国
民
い
わ
く

国
内
外
の
政
治
の
基
軸
は

日
本
国
憲
法

安
倍
首
相
い
わ
く

安
保
・
外
交
の
基
軸
は

日
米
同
盟

大統領令内容 問題点・危うさ

メキシコ全国境に壁を建設 不法移民対策とする排外主義政策推進

医療保険制度改革見直し 貧困層の保険医療サービスを見直しへ

妊娠中絶支援国際団体資金供給中止女性の選ぶ権利制限、銃規制の緩和も？

中東等７か国難民等受入れ停止 移民・難民などはテロの温床と見なす

原油パイプライン建設 地球温暖化・環境悪化を促進

米国トランプの危ない、数々の「大統領令」抜粋

暴走―日本
安倍総理大臣

日米
同盟

暴政―米国
トランプ大統領



２
０
１
７
年
度
軍
事

（
防
衛
）
予
算
案
は
前

年
度
当
初
比
１
・
４
％

増
の
５
兆
１
２
５
１
億
円
で
す
。
こ
れ
で
５
年

連
続
の
増
加
と
な
り
過
去
最
高
を
更
新
し

ま
し
た
（
図
１
参
照
）
。

軍
事
費
の
５
年
連

続
の
増
額
の
理
由
は
、
「
厳
し
い
安
全
保
障

環
境
」
と
し
、
中
国
・
朝
鮮
を
仮
想
敵
国
に

し
て
政
治
的
軍
事
的
緊
張
関
係
を
緩
和
す

る
ど
こ
ろ
か
、
日
米
の
軍
事
的
優
位
を
保
つ

た
め
で
す
。
ま
た
「
積
極
的
平
和
主
義
」
の

名
に
よ
る
自
衛
隊
の
海
外
派

遣
と
武
力
行
使
を
前
提
と
し

た
予
算
の
増
額
で
す
。

今

回

の
防

衛

省

の
軍

事
（防
衛
）予
算
案
を
み
る
と
、

旧
来
の
「
専
守
防
衛
」
は
影
を

潜
め
、
攻
撃
的
で
遠
距
離
で

使
用
可
能
な
兵
器
が
並
び
ま
す
。
米
国
海

兵
隊
を
構
想
し
た
自
衛
隊
水
陸
機
動
団
創

設
に
と
も
な
う
島
嶼
や
海
外
で
の
上
陸
作

戦
の
た
め
の
兵
器
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
危
険
な
垂
直
離
着
陸
輸
送
機

オ
ス
プ
レ
イ
は
米
海
兵
隊
と

陸
軍
が
使
用
し
て
い
ま

す
が
、
日
本
は
先
ず
４

機
を
導
入
予
定
で
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
従
来
の
回

転
翼
機
に
比
べ
、
ス
ピ
ー

ド
と
航
続
距
離
が
約
２
倍
近
く
伸
び
ま
す
。

そ
れ
に
空
中
給
油
機
を
加
え
れ
ば
、
い
つ
で

も
自
衛
隊
の
水
陸
機
動
団
を
〝
殴
り
込
み

部
隊
″
と
し
て
海
外
派
遣
で
き
ま
す
。

安
倍
首
相
の
「
外
的

脅
威
」
を
鵜
呑
み
に
す

れ
ば
、
軍
事
費
は
際
限

も
な
く
膨
ら
み
ま
す
。
日
本
は
周
辺
諸
国

と
の
平
和
外
交
に
徹
す
れ
ば
軍
事
費
を
削

減
で
き
ま
す
。
そ
の
予
算
を
格
差
・
貧
困
対

策
に
使
え
ま
す
。

安
倍
内
閣
に
〝
軍
事
費
を
社
会
保
障
費

に
回
せ
″
と
、
声
を
大
き
く
出
し
ま
し
ょ
う
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会
お問い合わせ先

２０１７年２月

米国の言い値で巨額の兵器買い

兵器名称 購入数 購入予定価格

垂直離着陸輸送機

オスプレイ
４機

３９３億円

３９２億円（関連費）

Ｆ35ステルス

戦闘機
６機

９４６億円

４２３億円（関連費）

迎撃ミサイル
PAC3 MSE

能力向上

一部取得
１０５６億円

無人偵察機

グローバルホーク
１機 １７３億円

空中給油機

ＫＣ４６Ａ
１1機 ３１８億円

Ｘバンド

衛星３号機
１機 １１３３億円

新型3000トン級

潜水艦
１隻 ７６０億円

合 計 ５５９４億円

2017年度防衛予算案で新規導入する費用が莫大な兵器

１
月
20
日
の
安
倍
首
相
施
政
方
針
演
説
で
は
、
社
会
保
障
費
の
伸
び
を
「
５
０
０

０
億
円
以
下
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
自
画
自
賛
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
先
人

た
ち
が
世
界
第
３
位
の
経
済
大
国
に
創
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、

そ
の
敬
意
は
口
先
だ
け
、
そ
の
報
い
は
「
高
齢
者
」
の
社
会
保
障
費
の
削
減
で
す
。

他
方
、
安
全
保
障
や
外
交
は
「
日
米
同
盟
が
基
軸
」
と
し
「
海
外
で
戦
う
自
衛
隊
」

を
構
想
、
自
衛
隊
の
軍
事
（
防
衛
）
予
算
は
５
年
連
続
の
増
額
で
す
。
安
倍
内
閣
の

軍
事
費
を
〝
聖
域
″
と
し
た
米
国
言
い
値
の
、
高
額
で
攻
撃
的
な
兵
器
へ
の
血
税
投

入
に
反
対
し
ま
し
ょ
う
。

(図解・行政ＨＰより）

2017年度
防衛予算案

軍
事
費
は

５
年
連
続
増
額

攻
撃
的
・
海
外

用
の
兵
器
増
強

平
和
外
交
で

軍
事
費
削
減
へ

(図1

(図２－2017年度防衛省予算より作成）
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